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後藤  敏行  
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Frequency Identification）であると言われる 1。 











































































































ン，ルーマニアの 3 国の図書館 1 館ずつを対象に，
RFIDの便益や図書館利用者の満足度を検討した研
究 7等，少数が見られるだけである 8。 
繰り返しになるが，一図書館のRFID導入事例の
解説記事は導入後の課題について触れないものが多













































































5.5.2 質問項目 1 各業務機能の採用状況 






5.5.3 質問項目 2 貸出・返却業務について，現在，
課題となっている事柄や改善を希望する点 
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